
2
 事

WJ酎
掴
曹
ア
コ
ー
刊
オ
ン
菩
僻
(
コ
ン
ク
ー
ル
)
レ
ポ
ー
ト
Ð
I
大
成
功
だ
っ
た
、

張
自
強
氏
(
中
国
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
協
会
会
長
)
が

J
A
A
名
誉
会
員
!
こ

l

第
10
固
北
京
国
陣
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
要
簡
を
う
け
.
総
永
勇
次
、
川
口
格
志
〈
審

査
員
〉
、
鹿
鍋
安
〈
事
事
局
/
通
訳
〉
、
集
崎
和
圭
.
轟
陽
介
(
.
務
局
/
視
察
、
潰
実
〉
の
日
本
代
表
団

行
5
名
は

8
月
四
日
-
1
7
日
ま
で
の

8
日
間
C上
梅
訪
問
を
含
む
}
の
中
園
訪
問
を
終
え
て
帰
国
し
た
.

短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
〈
中
国
ア
コ
デ
イ
オ
ン
協
会
と
の
変
涜
)
(
中
園
の
子
供
た
ち
の
日
本
招
請

/
少
年
宮
を
中
心
)

(JAAの
活
動
紹
介
と
鏑
4
固
J
A
A
園
際
ア
コ
デ
イ
オ
ン
コ
ン
タ
ル
の
車
内
/
中
国
軍

の
梅
裏
書
作
成
H
中
聞
の
ア
コ
デ
イ
オ
ン
事
情
視
寵
〉
と
、
4
つ
の
大
き
な
目
的
を
連
成
で
き
た
.

中
国
ア
コ
デ
イ
オ
ン
也
会
会
長
ー
彊
自
強
氏
砿
.
r
こ
の
変
涼
を
第

歩
と
し
、
末
畏
〈
変
旅
し
て
い
き

た
い
』
と
歓
迎
の
.
を
表
明
、
日
本
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
協
会
名
営
会
員
へ
の
就
任
を
快
諾
し
て
〈
れ
た
.

若
い
鱒
集
に
着
ち
た

r
北
京
国
庸
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
J

昨
年
『
サ
ズ
」
で
延
細
さ
れ
た
『
北
京
国
際
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
コ
ン
ク
ル

JI'今
回
で

10回
目
を
迎

え
、
予
還

2
日
凪
決
.
:
2
日
聞
の
計
4
日
間
但
月

10
日
-
1
4
日
〉
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
.
幽
掲
者
数

Iま

延
べ
6
0
α
名
.
音
楽
大
学
の
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
科
学
生
や
園
内
の
若
い
奏
者
、
子
供
た
ち
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め

外
国
か
ら
の
多
加
者
が
集
い
‘
若
々
し
〈
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
.

当
初
‘
審
査
の
条
件
や
方
法
等
に
つ
い
て
の
問
題
を
提
起
し
.
主
催
者
側
と
の
折
衝
に
時
間
を
費
や

し
.

r予
選
審
査
』
に
は
酬
で
帥
か
っ
た
が
、
「
中
園
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
時
」
の
闘
制
対
応
に
よ
っ

て
『
決
跨
審
査
」
に
は
多
加
で
き
た
.
審
査
員
及
び
『
中
国
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
箇
会
」
の
静
慣
の
脅
さ
ん
の
敏

中
.~?:::Iー

デ
ィ
~
ン
*
.
，

「
第
10
固
北
京
国
際
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン
9
ー
ル
』
を
審
査
し
て

松
永
島
次

-
聞
事
由
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

1
0
日
1
9
:
8
0.
.
1
0
回
指
京
国
崎
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
@
開
事
式
.
会
場
の
世
記
大
ホ
ー
ル
障
子
ど
も
た
ち
ゃ

若
い
参
加
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
私
た
ち
の
到
省
を
待
っ
て
い

た
か
の
樟
に
閥
横
ペ
ル
が
・
り
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
合
奏
で
始
ま

る
脅
察
学
校
の
a
授
や
北
京
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
也
会
理
事
ら

の
合
同
演
奏
で
、
指
揮
は
上
梅
音
察
院
の
敏
提
.
開
幕
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
に
欄
応
し
〈
ダ
イ
ナ
ミ
ヲ
ク
で
軍
や
か
な
演
奏
だ
ヲ
た
.

。

.
.
開
幕
式
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
合
興

.
.
回
申
友
好
を
約
束
し
あ
う
、

援
会
長
{
左
}
と
後
"
会
長

m
;
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コ
ン
ク
ー
ル
組
慣
愛
賃
金
本
習
献
の
あ
る
「
養
傑
(
ジ
ャ
ン

ジ
エ
)
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
』
は
1
9
8
6
年
創
立
.
中
国
文
節
告

の
嗣
金
国
の
少
年
の
文
化
の
仕
事
の
覆
範
チ
ー
ム
・
と
い
う

.. 

号
を
得
て
、
現
在
は
6
0
0
人
以
上
の
園
内
舛
の
歳
師
陣
と
一
万

人
以
上
の
生
笹
を
持
つ
.
膏
察
、
ダ
ン
ス
、
美
術
、
実
簡
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
.
，
医
の
奪
円
科
闘
が
あ
り
花
束
中
央
脅
男
優
震
と
逮

携
し
.
ピ
ア
ノ
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
グ
レ
ー
F
鼠
取

セ
ン
タ
ー
を
.
え
て
い
る
才
ー
ナ
ー
で
あ
る
養
傑
氏
は
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
的
存
在
の
実
力
者
の
よ
う

で
、
司
会
や
建
省
、
書
店
奏
‘
嗣
曲
な
ど
、
随
所
に
そ
の
・
を
見
せ

て
い
た
(
プ
ロ
グ
ラ

l.で
は
組
織
愛
員
会
主
席
と
鰐
介
)
.
今
回

の
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
で
は
.
日
本
代
表
回
受
砂
入
れ
の
溜
口
に

な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
で
あ
る
.

コ
ン
ク
ー
ル
の
企
画
・
遅
曾
館
、
税
金
家
で
あ
る
『
養
傑
文
化

芸
術
セ
ン
タ
ー
』
、
い
わ
ゆ
る
犬
舎
な
察
署
書
店
が
北
京
李
嵐
写
字

舎
な
ど
中
国
ア
コ
ー
デ
ィ
才
ン
協
会
の
主
要
留
市
の
也
会
と
と
も

に
コ
ン
ク
ー
ル
組
.
委
員
会
を
構
成
し
て
進
'
"
て
い
た

「
中
国
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
協
会
」
と
の
交
流

迎
を
う
け
捜
し
〈
薗
瞭
.
友
好
が
深
ま
3
た
.
多
〈
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
曜
か
〈
対
応
し
て
〈
れ
た
.

コ
ン
ク
ル
を
は
じ
め
、
様
々
な
場
所
で
ア
コ
デ
イ
オ
ン
の
捜
奏
に
接
し
て
、
『
音
楽
的
、
技
術
的
な
レ

ベ
ル
は
高
〈
世
界
的
な
レ
ペ
ル
に
近
い
状
視
で
あ
る

J
r音
楽
大
学
等
に
ア
コ
デ
イ
オ
ン
科
が
あ
る
事

に
よ
り
優
れ
た
若
い
奏
者
や
指
場
者
が
育
ョ
て
い
る
H
そ
の
規
様
と
広
が
り
組
織
化
に
お
い
て
世
界

的
に
見
て
量
も
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
.
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団
で
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想
が
話
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れ
た
.

こ
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は
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デ
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タ
2
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5
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f

今
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の
中
国
防
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資
金
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で
繕
多
の
園
雄
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っ
た
が
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の
日
中
交
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A
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っ
て
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き
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憲
議
あ
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取
り
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で
あ
っ
た
こ
の

成
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ま
ず
「
ア
コ

デ
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・
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マ

7
ェ
ス
タ

2
0
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J
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な
げ
て
い
〈
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
確
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し
合
っ
た
.

柴
崎
、
森
両
氏
の
参
加
に
つ
い
て
、
募
金
を
頂
い
た

聞
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
す
る
.
こ
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に
よ
っ
て
‘
今

回
の
取
り
組
み
が
資
金
闘
に
も
精
神
的
に
も
大
き
〈

支
え
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れ
た
.
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.
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卜
}
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慌
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鍵
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四
重
奏
!
ウ
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イ
ド
'
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ー
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{
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ス
タ
イ
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)
(
首
締
師
範
大
学
音
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15.室
内
楽
弦
楽

Sセ
レ
ナ
ー
デ
ト
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(
モ
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ツ
7
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ト
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聾
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文
化
聾
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協
'
タ
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Ð

16.
合
奏
!
ア
ル
ル
@
女
鏑
ニ
組
幽
{
ピ
ゼ
→
他
3
幽

付
化
京
市
少
年
宣
7
コ
デ
》
オ
シ
議
図
ν
ヨt
京
厩
亮
ア
コ
ー
テ
え
ィ
オ
シ
議
団
}

企
子
供
た
ち
の
演
奏
」
女
性
だ
貯
の
被
奏
九
若
い
演
奏
者
た
ち
岬
意
欲
的
な
事
賞
者
障
が
観
音
、

ポ
ッ
プ
ス
傾
向
の
幽
に
対
す
る
聴
衆
の
反
応
が
面
白
か
っ
た
.
畿
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
加
、
後

日
Z
口
U
ク
ー
ル
で
重
奏
.
室
内
調
陸
自
陣
門
へ
白
梅
す
る
人
た
ち
が
と
と
で
諸
雌
し
て
い
た
.
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1・
如
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情
'
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園
北
京
圃
・
7
コ
デ
ィ
.
.
 ン
コ
>
.
ル
圃
司
.
.
に
.
加
.

理
夜
.
岡
高
パ
テ
ィ
ー
@
鋼
樽
を
更
け
唱
惨
却
.

コ
ン
ク
ー
ル
醐
要
員
帥
酎
Z

.fI.
.
W
枠
制
批
芸
術

セ
ン
タ
ー
咽
パ
ー
テ
ィ
ー
に
醐
晶
、
幽
闘
槽
蜘
酎
此

史
.
.
こ
の
目
細
め
て
の
食
事
を
と
る
こ

lël/l"l."l'tた.

こ
崎
北
京
軸
育
学
蜘
酬
酔
岨
舎
に
醐

闘
制
摘
出
ー
程
調
話
さ
れ
た

帽
@
醐
種
目
-
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.
，
和
田
町
四司
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ア
コ
-
-
1
'
~
~
;
.
-
~
凱
捕
時

【
聞
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.
プ
ロ
げ
，
ム
J
.
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)

.
Ø
~
T
崎
奏
軌
世
名
制
a

(
_
1
1
:
00禽
・
a
え
富
"
'

-
現
椙
@
ス
タ
ヲ
フ
@
大
聖
さ

削
指
式
.
.
.
舎
に
も
ど
ヲ
た
様
夜
、
恥
た
ち
隠
さ
す
が
に
健

闘
叩
喰
軸
主
コ

v
ト
ル
通
信
州
混
畑
町

肘
闘
帽
暗
唱

Jと
に
か
〈
蝿
凶
b
て
@

.
，
思
e
・
.
.
.
都
a
い
@
棺
曙
ー
、
中
園
面
.
0
.

目
"
日
@
予
a

・E
査
は
・
却
す
る
に
豆
島
怠
か
.
，
ヒ
@
だ

が
.
，
号
令
島
保
留
か
，
.
.
型
民
院
‘
た
ち
2
人
と
ロ
シ

ア
"
'
-
.
魯
@
ょ
う
だ
が
、
.
.
局
.
ス
タ
.
，
不
属
で
橿

乱
A限
.
に
"ii

!
ò
t
.
.
~
、
旬
、
号
こ
と
も
律
.
\
!
I
:
.
?
て
き
札

し
か
し
u
日
夜
市
圏
ア
コ
ー
ヂ
4
オ
シ
協
禽
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長
@

輔
自
輸
属
医
.
見
し
て
以
後
事
.
隠
盆
櫨
I
:
:
!
l
t
.
l
?
て

い
，
た
属
@
・
温
か
っ
厩
則
闘
で
・
.
.
.
ふ
れ
る
嫡
応
に

，
ョ
て
日
申
両
ア
コ
ー
ヂ
4
オ
シ
箇
会
@
交
櫨
@
耳
"
.
み
が

燭
療
闘
に
趨
ん
で
い
っ
た
.
言
葉
・
.
聖
に
‘
'
細
@
道
.
.
聞

か
れ
た
.
コ
ン
少
ル
@
住
し
い
自
省
.
.
.
、
多
，
.
悔
禽
"

.
、
ス
タ
ヲ
ア
@
曹
さ
ん
が
a
し
<
.
L
.
，
.
"
備
に
多
，
.
時
咽

相
、
て
下
町
出
献
酬
山
、
ー

+
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こ
や
か
位
掴
亨
を
啄
め
ら
れ
ð

1
8

1:18'8
0
.
い
よ
い
よ
鶴
岡
車
問
コ
シ
ト
k
舗
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あ
る
右
京
市
来
脅
準
院
に
λ
る
脅
準
院
@
畿
倉
院
本
選
曲

.
者
た
ち
.
.
.
ら
し
@
す
さ
ま
U
い
脅
可
'
"
ふ
れ
て
い
た
若

吋
醐
削
.
.
，
陰
枇
~
f
:
1
I
o
-
C
拘
と
し
た
よ
う
で

.
t
.
.
~
"
f
.
I
:
.
・
.
み
せ
て
纏
賞
に
箪
肉
し
て
〈
れ
た
.
信
.
.

ヨ
医
局
危
ち
が
に
己
や
か
に
担
手
を
*
臥
隠

t砂
防
τ
倉
.
.

一
向

一
岬
闘
で
忙
油
田
町

圃
@
人
.
日
本
帽
醐
嗣
融
制

桝
閣
時
岡
崎
町
タ
ー
ル
舗
に

)..1;.
2
会

.
.
.
岡
崎
'
査
傘
@
で
日
本
'
壷
鑑
も
2
手
に
分
か
れ
た

観
帽
で
陰
.
.
客
室
.
.
費
す
る
@
紘
【
児
怠
"
'
"
⑪
ー
"

.
的
ノ
タ
隼
~
(
1
8
-
句
'
"
・
)
Ø

IlJl
IDは
ず
.
a
重
量
F鮪
ま
払

.
初
@
幽
・
賓
館
ポ
!
l
7
"
=
''
l
'
.
タ
@
晦
蝿
蘭
と
7
リ
ー
ベ
ス
e

a・
色
な
か
怠
か
@
・
'
0
.
ど
う
み
て
も
思
量
と
い
ヲ
た
嵐
情
で
隠

刷
、
ー
と
と
で
制
て
蜘
閣
か
さ
れ
た
組
制
闘
衛
門

馴
口
富
ん
と
遣
で
あ
轟
止
に
鍵
わ
い
た

2加
古
閉

ま
ず
.
曾
事
@
墜
と
で
も
曾
.
，
か

、
己
れ
.
.
も
芭
う
し
て

そ
ん
な
己
と
・
"
に
b
か
ヲ
て
い
な
い
.
，
と
.
b
t
U
.
よ
う

な
乙
と
が

iili:6
.
‘
@
週
自
I
[
f
:
~
.
置
い
し
f
t
.
.
'
l
t
さ
ん
6章
太

融
文
字
は
胡
間
コ
ン
ク
ー
ル
@
会
式
プ
吋
目

申
園
漕
在
白
鶴
い
8
目
聞
を
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
.
:
1
.
-
)
'
"
に
そ
，
τ
栢
舟
す
る
.

白
血
コ
ン
ト
ル
明
日
温
ノ
舗
は
岨
聞
と
も
軸
聞
学
院

珊
、
flflt

I
>
l
;
.
市
内
包
ホ
テ
ル
に
.
勤
，

量
主
催
者
個
と
の
'
壷
"
聞
す
る
鋳
.
固
・
に
よ
，
.
壷
金
欠
席

穫
量
自
強
制
宅
"
醐
曲
.

帽
ア
門
前
箇
舎
と
の
晴
眼
目
す
拍
簡
を
も
コ
.
.

8
:
S
0
コ
y
タ
ー
ル
2
回
目
=
予
量

風
前
帥
蝿
〈
帽
で
、
帽
.
.
:
l
r
.
.
.
-

.
.
.
骨
衛
合
憲
.
実
費
円
.
.
.
(
#
:
宵
博
物
院
，
.
.
先

夜
、
北
京
市
少
隼
曹
司
量
首
開

企
縫
.
~
.
・
0
.
'・
自
・
.
.
.
.

.
.
入
、
川
口
裕
車
、
提
聞
￥
@
答
属

子
ど
も
た
ち
の
像
迎
a
・
に
刻
レ
て
'
宮
崎
和
圭
a
・
4下
t
J
I
.
.
~
.
.
.

そ
の
後
、
北
京
市
少
年
曹
司
F先
生
に
よ
る
敏
迎
夕
食
会
に
.
網
目

岬
a問
@
子
融
ち
に
よ
る
醐
輔

岬
町
並
帽
伺
副

l
I
f
l
l
:
.
'
"
舗
で
さ
ぞ
か
し
お

櫨
れ
だ
ヲ
た
ろ
う

時
折
載

に
申
闘
"
"
留
し
か
.
τ
舎
た

と
い
う
ζ
と
で
と
@
日
@
訟

の
密
室
陰
、
【
少
年
_
.
­

，
.
・
)'SllA

(
自
由
歯
，
.
分

以
内
}
ノ
・
婁
曹
年
.
(
1
6
8

Cl.1:) n
s
・
0
盆
分
以
内
で

=
.
借
金
T
・

4・
W
ノ
予
墨
色

叫
ノ

2位
向
車
.
，
・
"
旬
慮
子
'

.
.
.
グ
ル
戸
プ

揚
健
周
甥
止
/
予
選
な
し
，
.

・
1ー
で
あ
?
f
t
.
.
了
.
夕
闇
せ
:
'
1
\
18=30

"
で
あ
ヨ
た

+
，
型
衛
.
但
』
決
周

1人
2
0
-
3
0
分
の
.
.

14
1
:
1
1
:
1
:
コ
シ
タ
ー
ル
.
健
闘
.
禽
・
.
'
指
.
・
-
万
.
.

腐
』
と
い
う
.
.
な
ホ
テ
ル
句
集
合
唱
・
に
移
し
、
い
よ
い
よ
【
鑓
衛

館
組
〈
年
.
網
自
民
注
し
}
】
@
換
a・
で
あ
る
.

国
押
措
酬
に
よ
比
フ
ト
ぺ
4

アコー7"-r::t".... 

.
 健
ラ
ζ
"
"
舞
膏
.
歯
陰
市
岡
蘭
字
通

.
.
 作
品
〈
ソ
ナ

タ
.
a
.
.
ー
ヨ
駐
車
〉
と
復
調
白
{
ポ
リ
フ
.
ニ
，
タ
)
"
f
.，.，、@

{
十
二
平
均
.
，
プ
レ
!
J
:
z
.
-
J
<
と
フ
ー
が
中
@
径
.
一
曲
そ
し

て
自
由
歯

'10分
以
肉

2曲
.
で
)
換
・
に
遁
圃
し
た
"
省

一
人
情
2
0
-
3
岨
岡
崎
前
聾
自
間
四
闘
を

院
u
・
中
園
i
J
o
;
4
~弘
ロ
シ
ア
か
ら
.
.
 降
、
.
.
舎
.
τ
齢
"
降

.
.
宣
す
る
@
で
あ
る

乙
@
目
、
時
間
制
限
を
.
え
て
寓
身
す
る
銅
.
脅
に
女
笹
ス

タ
，
フ
.
.
 跡，
プ
司
~
j
>
.
ltl島

場
贋
が
あ
ヨ
在
.
機
奏
者
が
膏
舗
と

鉱
.
し
、
会
.
が
・
信
と
な
る
命
、
.
ヨ
優
麗
が
.
.
.
・
W
る
よ

悼
酎
目
齢
制
闘
で
あ
柑
蜘
開
醐
「
施

蟹
』
つ
ま
明
日
本
で
曾
ラ
と
己
事
.
，
止
さ
に
「
館
合
』
で
.
.
.

.
出
場
膏
怯
す
ぐ
に
自
分
で
点
取
@
確
胃

と
ζ
ろ
で
書
室
に
闘
し
て
，
冒
闘
を
ζ
盆
し
ゃ
ヲ
と
解
ヲ
た

司
院
で
.
.
.

・
.
民
に
隠
酪
‘
脅
.
梼
曲
師
.
す
‘
先

曲
師
開
国
首
同
知
ら
さ
同
い
帥
酬
を
鑑

費
す
る
か
は
当
日
唱
置
に
調
。
τ
.
示
.
れ
.
.
酪
.
者
に
陰
‘
ち

'
^
.
・
.
.
寝
室
震
が
腿
知
ら
さ

れ
亀
い
.
と
に
0
<
、
・
.
臨
場

す
る
.
.
何
.
.
.
す
る
@

払
ど
ん
な
.
.
.
奏
す
る
@
臥

梅
室
員
は
・
な
@
が
ど
ん
a

"
'
1
:
1
"
6
0
"
"
0
;
ど
醐
色

で
・
H
わ
か
ら
な
い
根
視
で
望

む
@
で
.
.
ー
か
ら
不
安
乙
o
.
t

な
い
.
ま
た
、
乙
.
.
.
に
健
機

.
.
周
.
.
亀
.
ヮ
た
.
己
れ
健

予
ヨ
・
.
閉
で
周
書
さ
れ
て
い
る

‘
齢
咽
智
に
鳳
叫
宣

5
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 |
即
時
時

7日
イ
オ
ン
柵
(
昨
川
刊
1
目

8
:
3
0
、
コ
ン
ク
ー
ル
3
日
自
決
酪
〈
会
場
は
中
央
音
楽
学
院
〉

審
査
は
同
時
進
行
.
日
本
審
査
員
は
二
手
に
分
か
れ
て
の
審
査
.

。
児
童
A
組

4
0
名
/
少
年
A
組

'0
名
川
口
担
当

。
少
年
B
組

32
名
/
重
奏
青
年
組

'9
組
/
室
内
楽

5
組
松
永
担
当

夜
.
中
国
ア
コ
デ
イ
オ
ン
箇
会
主
催
に
よ
る
敏
迎
パ
テ
ィ
に
多
加
.

"
'
"
日
か
ら
の
4
日
間
‘
1
9
:
3
0
よ
り

ロ
シ
ア
を
代
表
す
る
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン

演
奏
者
た
ち
「
パ
ヤ
ン
』
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
万
醸
酒
店
大
宴
会
場
で
行
わ
れ
た
.

演
奏
者
陰
、

4師
会
長
を
岡
ι
日
本
と
中
国
@
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
笛
会
メ
ン
バ
ー
が
集
う
.

1
日
目
シ
ン
シ
キ
ン
情
冊
、

日
目
:
リ
ッ
プ
ス
怖
か
日
人
目
}
‘

3
回
目
。
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
何
人
目
λ

8
:
3
0
、
コ
ン
ク
ー
ル
4
日
目
決
鴎
〈
葺
術
家
組
の
み
万
事
酒
店
大
宴
会
鳩
〉

。
児
a
.
組

2
7
名
/
合
奏

4
組
川
口
担
当

4
日
目
ス
ク
リ
ヤ
ロ
フ
(
左
雄
)

。
芸
術
家
組
，
.
名
松
永
担
当

16:30.
聞
事
式
/
会
場
万
醸
酒
店
大
宴
会
場
(
ホ
ー
ル
)

夜
‘
上
海
移
動
の
た
め
.
閉
会
式
に
砿
不
参
加
.
集
崎
和
圭
が
帰
園
.

か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
.
ひ
と
ま
と
め
に
一
組
だ
け
周
章
さ

れ
て
は
い
た
が
、
は
じ
め
て
擁
す
る
陶
を
領
し
て
い
る
う
ち
に
演

奏
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
り
で
‘
ほ
と
ん
ど
役
に
た
た
な
か
っ
た
.

審
査
陰
、
2
往
復
写
式
の
採
点
寮
に
出
樋
者
番
号
と
爾
円
、

審
査
員
の
署
名
を
し
、
ひ
と
り
の
採
点
が
終
る
と
す
ぐ
に
採
点
係

が
引
き
上
げ
る
.
し
か
し
、
最
初
の
5
人
ま
で
は
採
点
頭
を
手
元
に

残
し
、
点
数
調
盤
が
由
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
段
階
で

そ
れ
ぞ
れ
が
鍵
点
差
箪
を
つ
〈
弘
審
査
員
ど
う
し
の
怠
且
網
盤

を
す
る
の
で
あ
る
.
総
体
的
に
み
て
、
厳
格
公
正
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
う
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
.

な
お
、
帰
国
後
、
開
催
要
項
を
要
約
し
て
も
ら
っ
た
中
に
は
、

審
査
規
定
を
こ
の
よ
う
な
記
鳴
が
あ
っ
た
.

[
審
査
規
定
]

:
 rコ
ン
ク
ー
ル
期
間
に
審
査
員
及
び
ス
タ
ッ
フ
逮

が
出
場
者
の
指
場
震
直
面
の
名
前
を
辱
ね
る
こ
と
を
禁
止
す
る
.

運
営
養
員
会
は
審
査
員
会
の
審
査
結
果
に
干
移
す
る
乙
と
を
禁

止
と
す
る
.
決
即
時
、
公
証
所
が
現
場
で
公
涯
を
行
う
.
審
査
安

田
舎
の
評
価
は
最
鍵
結
果
と
す
る
.
予
還
の
点
数
は
決
鵬
と
関

係
な
し
と
す
る
.
審
査
員
の
採
点
終
了
時
点
で
、
採
点
表
(
'
枚

複
写
式
)
の
う
ち

1並
は
す
ぐ
出
場
者
に
捜
し
出
場
者
は
自
分

で
点
数
確
認
が
由
来
る

』

[
慢
"
の
比
率

I'
 

r各
組
の
実
際
問
場
者
像
の
.
"
"
を
決
即

に
出
場
さ
せ
る
.
そ
の
中
で
、
第

1位
は
"
"
、
第
2
位
は
6
"
、
第

8位
は
9
"
、
第
4位
は
.
.
"
、
優
秀
賞
は
1
0
"
と
す
る
.
第
1位
~

8
位
の
山
場
者
に
は

ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
状
、

賞
金
な
ど
を
与
え
る
.

第
4
位
と
優
秀
賞
の

幽
楊
者
に
怯
賞
状

を
与
え
る
・
・
・
」

審
査
に
あ
た
り
、

私
は
自
分
な
り
の

基
車
を
次
の
よ
う
に

つ
〈
っ
た
ポ
リ
フ
才

企
重
奏
青
年
組
決
居
に
聞
き
入
る
聴
衆

ニ
ッ
ク
の
演
奏
に
お
砂
る
技
術
と
表
現
力

J
rフ
ォ
ル
テ
に
お
げ
る

音
色
感

J
r演
奏
で
の
リ
ズ
ム
、
バ
ラ
ン
ス
、
個
性
』
な
ど
を
視
点
と

し
た
.
し
か
し
、
私
と
し
て
は
初
白
て
膳
〈
作
品
を
、
演
奏
面
で
評

価
す
る
こ
と
は
非
常
に
障
し
い
仕
事
で
あ
っ
た
.
出
場
者
の
個
人

名
、
演
奏
曲
な
ど
の
資
縛
も
必
要
と
感
じ
た
し
、
者
保
前
の
幾
鱒
検

討
も
し
た
か
っ
た
と
い
う
恩
い
は
残
る
.

.
新
し
い
時
代
田
到
来
在
予
感

2
日
聞
の
審
査
を
湿
し
て
特
に
届
じ
た
点
は
、
若
い
学
生
や

子
供
た
ち
の
技
術
レ
ペ
ル
の
商
き
で
あ
る
.
フ
リ
ー
ペ
ー
ス
(
コ
ン

パ
ー
ト
式
)
も
か
な
り
普
及
し
て
お
り
、
パ
ヤ
ン
方
式
を
は
じ
ゐ
と

す
る
ボ
タ
ン
式
の
楽
器
密
が
多
〈
使
用
さ
れ
て
い
た
.
才
能
の
き
ら

め
き
や
情
舗
を
畢
じ
る
多
〈
の
若
者
の
演
奏
は
、
ア
コ
ー
デ
イ
オ

ン
の
未
来
を
屠
じ
さ
せ
て
と
て
も
事
せ
な
時
間
で
あ
っ
た
.
ク
ラ

昼
、
上
海
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
学
校
の
教
育
現
場
を
視
察
.

Baili(パ
イ
リ
ー
)
楽
器
工
場
観
察
.

昼
、
上
海
市
内
観
光
.

夜
、
『
リ
ッ
プ
ス
」
コ
ン
サ
ー
ト
招
待
さ
れ
る
.

舞
台
で
日
本
の
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
協

会
代
表
と
し
て
聴
衆
に
紹
介
さ
れ
る
.

夕
方
成
悶
着

'
"
上
様
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
学
校
で
の
授
業
風
景

右
ほ
校
舎
.
外
国
時
学
校
の
土
日
が
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
に
開
放
さ
れ
る
.

企
Baill

(
パ
イ
り
ー
)
機
器
工
場
正
門
と
組
み
立
て
作
業
を
す
る
労
働
者

シ
ッ
ク
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
の
作
品
や
、
ピ
ア
ソ
ラ
は
勿
省
、
北
欧
、

西
欧
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
現
代
脅
菜
作
品
も
演
奏
さ
れ
て
い
て
、

中
園
の
新
し
い
時
代
の
到
来
を
予
届
さ
せ
た
.

一
方
、
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
」
に
お
い
て
は
何
人
か
の
演
奏
以
外

は
全
体
に
低
調
で
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
弾
〈
事
の
意
味
が
伝

わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
.
特
に
フ
ー
ガ
に
お
け
る
テ
ー
マ
の
提
示
と

展
開
‘
各
フ
レ
ー
ズ
の
意
味
を
表
現
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
依

し
い
.
ま
た
‘
フ
ョ
rル
テ
ッ
シ
モ
と
い
う
か
‘
所
帯
「
大
脅
量
」
の
連

銀
は
非
信
に
疲
れ
る
も
の
だ
.
楽
器
の
性
憶
も
関
連
す
る
だ
ろ
う

が
、
同
値
の
小
さ
な
楽
器
密
で
美
し
い
書
き
を
つ
〈
っ
て
い
る
出
場

者
も
い
た
の
で
、
性
憶
の
問
題
ば
か
り
で
は
な
い
と
恩
う
.
ア
コ
ー

デ
イ
オ
ン
に
お
砂
る
フ
ォ
ル
テ
{
と
い
う
よ
り
こ
こ
で
は
音
楽
に
於

企
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
組
入
賞
配
念
演
奏
(
閉
補
陣
式
で
)

げ
る
フ
ォ
ル
テ
)
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
.
併
せ
て
、
「
芸
術

家
組
」
で
も
a
じ
た
こ
と
だ
が
、
楽
器
密
の
調
律
も
気
に
な
ヮ
た
点
だ
.

こ
れ
ら
は
是
葬
改
替
を
望
み
た
い
.
こ
れ
は
前
記
の
『
美
し
い

フ
才
ル
テ
」
と
闘
速
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
.

.
今
や
、
中
国

l孟
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
大
国

こ
れ
だ
け
の
著
い
人
た
ち
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
真
剣
に
学

ぶ
状
認
は
、
現
代
申
閏
の
難
民
の
ー
断
面
で
あ
り
、
ア
コ
ー
デ
イ

オ
ン
の
存
在
が
人
々
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
証
槌
で
も
あ
る
.
か
つ
て
『
革
命
の
武
犠
」
で
あ
っ
た
ア
コ
ー

デ
イ
オ
ン
が
、
「
芸
術
表
現
す
る
楽
器

J
r楽
し
み
の
薬
著
書
」
と
し
て

愛
範
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
〈
盛
じ
さ
せ
た
.

こ
れ
は
私
自
身
の
体
肢
と
探
〈
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が

、
こ

の
園
の
歴
史
に
思
い
を
監
せ
た
.
い
い
事
ば
か
り
で
は
な
い
と

思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
芸
術
的
追
求
と
合
わ
せ
て
‘
広
い
視
野
で

交
涜
等
を
積
み
盆
ね
て
い
W
ば
、
自
由
で
、
の
び
の
び
と
し
た
世

界
が
そ
こ
に
広
が
り
、
中
国
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
、
や
が
て
世
界

に
む
か
つ
て
大
き
〈
花
聞
く
で
あ
ろ
う
.

最
後
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
由
来
た
こ
と

を
欝
り
に
恩
う
と
岡
崎
に
‘
も
う
一
度
‘
礎
自
強
先
生
は
じ
め
、
現

国
平
さ
ん
、
多
〈
の
中
国
ア
コ
ー
ヂ
ィ
才
ン
協
会
幹
慌
の
み
な
さ

ん
に
心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
て
、
私
の
報
告
と
す
る
.ゆ
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